
 
平成２２年９月２９日 

国土交通省四国地方整備局 

 
 

「平成 22 年度 道路交通センサス」を実施します 

～自動車の利用実態等に関する調査～ 

 

 

 

国土交通省では、都道府県、政令指定市、高速道路会社などと連携

して、平成 22 年 9 月から 11 月にかけて、全国で自動車の使われ方

や道路交通状況を調べる「道路交通センサス」（全国道路・街路交通情

勢調査）を実施致します。 

道路交通センサスの調査結果は、将来の道路交通計画を策定する上

での重要な資料となるものです。 

 

調査の趣旨をご理解いただき、調査にご協力くださいますようお願

い致します。 

 
 

 

別紙 ：「平成２２年度 道路交通センサス」の概要 

       
広報ポスター 

 
 
 
 

※ 詳細については国土交通省 HP（ http://www.mlit.go.jp/road/h22census/ ）も

ご覧ください。 
 
 
 
 

※本記者発表資料については、国土交通省ホームページ（アドレス:http://www.mlit.go.jp）にも 

掲載しています。 

問い合わせ先：国土交通省 四国地方整備局 道路部 道路計画課 

課長  松田（内線８８―４２１１） 代表 ０８７－８５１－８０６１ 

直通 ０８７－８１１－８３２２ 



 

 

「平成 22 年度 道路交通センサス」の概要 
 

 
 

 
道路交通センサスは、いわば道路に関する国勢調査として、昭和３年度の全国交

通調査に端を発し、昭和 55 年度以降は概ね 5 年に 1 度、日本全国の道路と道路交

通の実態を把握し、道路の計画や、建設、管理などについての基礎資料を得ること

を目的として、全国的に実施している統計調査です。 
 
道路交通センサスのうち、自動車起終点（OD※）調査については、無作為に選定

させて頂いた全国約 180 万人の自動車をお持ちの方々・事業者のみなさまに対する

アンケート調査を実施します。 
 

※OD 調査：O は出発地(Origin)、D は目的地(Destination)の略であり、自動車がどこからどこまで

移動しているのかを調べる調査を意味します。 
 
 
 

道路交通センサスの調査結果は、現在の交通状況の把握や、道路の計画等に用い

られるだけではなく、事業評価・政策評価などにも活用されます。 
 
 
 
 

平成 22 年度の調査では、前回（平成 17 年度）までの道路交通センサスと比較し、

次のような改善に取り組んでいます。 
 

・回答者の負担等を軽減するため、調査項目を絞り込んだ簡易調査票を導入します。 
調査にご協力頂く国民の皆さまの負担等を軽減するため、自家用車に関する調

査については、前回の平成 17 年度調査までは１種類の調査票を用いてきました

が、調査結果の利用目的に応じ、従来と同様の調査項目で行う調査票と、調査項

目を必要最小限に絞り込んだ調査票の 2 種類を使用します。 
 

・調査を効率的に実施するため、郵送調査を導入します。 
オートロックマンションの増加等により、従来の訪問・留置方式の調査では被

験者の方々を訪問することが難しくなっていることから、自家用車に関する調査

については、主に大都市部において、郵送調査を導入します。また、営業用車に

関する調査については全国で郵送方式の調査を実施します。 
 

調査の概要 

調査結果の活用 

調査の効率化への取り組み 



車の所有者や使用者に対し、ある１日の車の利用
状況についてアンケートで調査します。

無作為に選定させて頂いた所有者のお宅に
調査員が訪問して調査票を
お渡しする他、郵送にて調査を
お願いする地域もあります。

また高速道路をご利用の方には
11月にインターネット調査を行います。
http://www.highway-r.jp

国土交通省 四国地方整備局 道路部道路計画課

　徳島県 / 香川県 / 愛媛県 / 高知県
　西日本高速道路株式会社　四国支社 / 本州四国連絡高速道路株式会社
　(社)徳島県トラック協会 / (社)香川県トラック協会/ (社)愛媛県トラック協会/ (社)高知県トラック協会
　(社)徳島県バス協会 / (社)香川県バス協会/ (社)愛媛県バス協会/ (社)高知県バス協会
　徳島県タクシー協会/ 香川県タクシー協同組合/ 愛媛県ハイヤー･タクシー協会　
　(社)高知県ハイヤー協会/ 高知市ハイヤー協同組合
　(社)全国個人タクシー協会
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